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北海道 ITS 推進フォーラム会報(Nｏ.9) ① 

 

 
■平成 15 年度第 1回 
日  時：平成 15 年 12 月15 日（月）18:00～20:00 
場  所：（財）北海道道路管理技術センター会議室 
参加者数：27 名 
 
概  要：観光情報をキーワードに、情報のビジネスへの活
用、観光情報研究会の紹介など、それぞれの活動内容をご紹
介いただきました。その後、それぞれの話題について活発な
意見交換が行われました。 
 
1．話題提供① 
｢電子タグによる観光流動データベース活用ビジネス｣ 
（独立行政法人北海道開発土木研究所 

 特別研究員 有村 幹治 様） 
 三浦・青木賞にてファイナリストとなった『電子タグによ
る観光流動データベース活用ビジネス』を題材に、観光情報
の収集から、ビジネス化への展開についてご紹介いただいた。 
・従来、観光客の入り込み数のデータは行政で把握していた
が、どこからどこへ観光客が移動しているのかという「観光
行動」は、官民ともにデータが不足していた。 
・事業形態として３段階の事業形態を考えている。 
① 観光用周遊パスポートやスタンプラリー帳を対象とし

た電子タグ発行事業 
② パスポートやスタンプラリー帳等の電子タグ利用履歴

の収集による観光流動データベース構築事業 
③ 観光流動データベースを用いたコンサルティング事業 

・今回紹介した事業形態のほか、スタンプラリーの管理代行
業務、マイレージ発行によるリピーターの育成事業などの発
展が考えられる。 

（写真）講演の模様 
 
２．話題提供② 
「情報観光学会について」 
（観光情報学会 理事 金村 直俊 様） 

 「情報観光学会」の設立とその活動についてご紹介いただ
いた。 
・観光情報学会は、観光と情報の融合による新しい学問領域
の創出、人材育成、観光振興による地域の活性化への貢献を
目的としている。 
・将来像としては、①会員限定のソサイアティであること、

②会員であること自体がステータスとなるような活動を行う
こと、③実践者（実践のプロ）と研究者（研究のプロ）がそ
の成果を相互に公表し、その成果が実践と研究に大きなイン
パクトを与えて社会貢献できるようになること、といったこ
とを目指している。 
・情報学会は総会の下、活動主体であるＸ（エックス）観光
情報学研究会で組織されており、会員はこのいずれかの研究
会に属している。 
・現在７つのＸ（エックス）観光情報学研究会があり、札幌
や沖縄などの地域に着目したものから、北大学生など所属組
織に着目したもの、また、スノーリゾートなど産業に着目し
たものなどさまざまである。 
 
3．意見交換会 
１）話題提供①について 
・ 電子タグによる観光流動データベースは、手間や費用を

あまりかけずに今まで得られなかった動態基礎情報を容
易に手にすることができる。 

・ 官がデータ収集を行い、その中で必要なデータを利用し
て付加価値を付け広げていくのは民ではないか。 

・ このような手法で観光のポテンシャルを引き出すことが
できれば、北海道の観光産業が成長していくのではない
か。 

・ 電子タグは、公共交通への展開も考えられる。 
・ 従来のパーソントリップ調査はアンケート表に記入する

項目が多く、調査対象者に大きな負担をかけていたが、
この技術と組み合わせることで、容易に調査することが
できる。 

・ このように電子タグ、GPS、紙などのメディアにとらわ
れずにデータを有効利用するとよいのではないか。 

・ 現在、道の駅のスタンプラリーでは、集計、チェックな
どの作業に手間と時間がかかっている。この仕組みによ
って、これら作業の軽減ができる。 

・ 海外では ITS がビジネスとして成り立っているが、日本
では、ITS への取組みは官が主体でビジネスに結びつい
ていない。 

２）話題提供②について 
・ 観光情報学会は、今後研究会を増やしていく予定であり、

そのための会員を募集している。 
・ 研究会は、観光地以外のところもターゲットにするのは

どうか？ 
・ 地域の方の意思で研究会を立ち上げているので、その方

たちに研究会を立ち上げる意志があればできると思う。 
・ 学会の研究内容については、基本的に公開しない。会員

内の情報としている。 
 

（以上） 
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■平成 15 年度第 2回 
日  時：平成 16 年 2 月 3 日（火）18:00～20:00 
場  所：（財）北海道道路管理技術センター会議室 
参加者数：17 名 
概  要：ＩＴＳ世界会議の概要の紹介、今冬より実験を開
始する「しりべし＊ｅ街道」の取組み内容の紹介をしていた
だきました。その後、それぞれの話題について活発な意見交
換が行われました。 

（写真）発表および討議の模様 
 
1．話題提供① 
「第１０回ＩＴＳ世界会議（マドリッド）に参加して」 
（独立行政法人北海道開発土木研究所 

 道路部防災研究員 上村 達也 様） 
（日本気象協会北海道支社道路気象グループ 

      課長 丹治 和博 様） 
 2003 年 11 月にマドリッドにて開催されたＩＴＳ世界会議
に参加されたお二人から、世界会議の概要、テクニカルセッ
ション、テクニカルツアー、展示会などの模様について紹介
いただきました。 
・ ＩＴＳ世界会議は、世界３地域を代表するＩＴＳ団体

（ERTICO、ITS America、ITS Japan）が共同で開催す
る ITS に関する世界最大の国際会議である。 

・ 会議は毎年開催されており、開催地は３団体が持ち回り
で決めている。2004 年は、名古屋にて開催予定である。 

・ ＥＵでは、事故回避、軽減などの事故対策を強く推進
（eSafety）しており、事故死者数を半減することを目標
に、１億６千万ユーロもの開発事業費を投入する予定で
ある。 

・ 欧州独自の衛星測位システム「ガリレオ」が 2003 年 5
月試験開始、2008 年運用開始予定であり、注目されてい
る。 

・ 本会議では、約 230 セッション、900 以上の発表が行わ
れた。 

・ 北海道開発土木研究所から３つの論文を提出し、「利用
者ニーズ」、「イベントマネジメント」、「都市の情報サー
ビス設計」のプレゼンテーションセッションで発表を行
った。 

・ マドリッドは、ヨーロッパの中でも、5 本の指に入る渋
滞の激しい都市である。市が運営しているバスを年間
550 万人が利用しており、バスが管制制御されている。 

・ バス管制センタでは、ＩＴＶカメラにより渋滞を把握し、
各バスへ無線にて連絡している。また、警察も別途ＩＴ
Ｖカメラを各所に配置しているが、情報の共有はしてい
ないようである。 

・ バス停、バス車内の案内板を遠隔制御することにより、
バス利用者へ情報提供を行っている。 

・ 展示会は、開催地（ヨーロッパ）の展示が多く、イラク
戦争の影響か、アメリカの展示はほとんど見当たらなか
った。 

 
 

２．話題提供② 
「しりべし＊ｅ街道の取組みについて」 
（北海道開発土木研究所道路部防災雪氷研究室 

  主任研究員 山際 祐司 様） 
 今冬から、後志管内で始まる官民連携による冬期道路情報
提供実験の概要についてご紹介いただいた。 
・ 道路管理者と地域の方々から収集した道路・気象情報を

組み合わせ、きめ細やかな冬期の道路情報を道路利用者
に提供することにより、安全、快適な道路環境、地域振
興の支援を目的としている。 

・ 実験主体は、開発土木研究所、（財）北海道道路管理技術
センタ、（財）日本気象協会、小樽開発建設部で、後志観
光連盟に協力いただき実施している。 

・ 提供する情報は、実施機関のテレメータ、天気予報等の
ほか、地域のボランティア（コンビニ、ガソリンスタン
ドなど）が自らの判断で発信する路面や道路状況などの
情報である。 

・ 情報を提供するボランティアは、店舗の PR をすること
も可能である。 

・ 情報のリアルタイム性を高めるため、ボランティアの情
報は、入力後 4 時間で自動的に削除される。 

・ ｅ街道は、RWML（道路用 web 記述言語）を活用するこ
とによって、分散した情報を容易に利用できる仕組みと
している。 

・ ｅ街道は、①官民連携によるきめ細やかな冬期道路情報
提供サービス。②北海道らしい冬型のボランティアサポ
ートプログラム。③道路管理者の持つ情報の有効活用。
④地域の活性化を目指している。また、今後は全道への
展開を視野に入れている。  

 
3．意見交換会 
１）話題提供①について 
・ ＩＴＳ技術は成熟してきており、今後は、より利用者ニ

ーズにそった技術開発が求められる。 
・ ヨーロッパでは渋滞対策よりも、交通事故対策を重視す

る傾向がある。2010 年までに交通事故を半減するという
目標がある。 

・ バス交通網が発達しておりバスレーンが多い。地下鉄と
の連携もとれている。 

・ マドリッドをはじめスペインではロータリー交差点が多
く、高速道路でも適用されていた。 

２）話題提供②について 
・ ｅ＊街道は民の情報を確保することがポイントである。 
・ ｅ＊街道では、質・量の確保するためのひとつとして、

選択式の入力フォーマットとするなどを用意している。 
・ コンビニ、スタンドなどに広く案内を出しており、実験

開始までに、協力していただけるボランティアが増える
ことを期待している。 

・ しりべしｉネットの i センタが通信員や i センタ利用者
（バス、トラック運転者等）から情報を集めており、情
報入力はパスワード管理している。 

・ 評価手法として、①情報提供者の評価と②情報利用者の
評価を考えている。なお②情報利用者の評価として、情
報を得てどういう行動をとったかなどのアンケートを
web 上で行う予定である。 

・ 情報が 4 時間で消えるのはもったいないので、例えば 4
時間以内の情報は赤点滅、12 時間以内の情報は薄赤など、
もう少し長い時間表示してあっても良いのではないか。 

・ 過去のボランティア情報を検索が可能になるとより有効
に利用できるのではないか。例えば、昨日の今頃の路面
状況などがわかれば便利だと思う。 

② 
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・ 現時点では、リアルタイムな情報を優先して提供してい
るが、情報提供の頻度などについては、本年度の実験の
結果、利用者の意見を聞いて改良していく予定である。 

・ 除雪情報などの提供は、スマート実験においても利用者
ニーズが高かったが、提供する道路管理者への負担が大
きいため今回の実験では行わない。ボランティア情報の
コメント欄に入れていただければ効果が高い。 

・ カメラ付携帯電話からの画像を取り込む技術は現在開発
中である。 

・ 本実験は２ヵ年で実施する予定で、今年の実験結果の改
善点などは来年の実験に反映していく予定である。 

 
■平成 15 年度第 3回 
日  時：平成 16 年 3 月 12 日（金）18:00～20:00 
場  所：（財）北海道道路管理技術センター会議室 
参加者数：24 名 
概  要：次世代インターネット技術を活用したＩＴＳビジ
ネスへの取組み、ＡＰＳモデルによる車両位置情報提供サー
ビスについてそれぞれの活動内容をご紹介いただきました。
その後、それぞれの話題について活発な意見交換が行われま
した。 

（写真）発表の模様 
  
1．話題提供① 
「インターネット ITS 協議会の最近の状況について」 
（日本気象協会 MICOS 本部 MICOS 企画部 

 部長 滝谷克幸様） 
 次世代インターネット技術を活用して、ＩＴＳビジネスの
創出・活性化に取り組んでいる協議会の活動状況についてご
紹介いただきました。 
・ インターネット ITS 協議会（以下 IIC）は、2002 年 10

月に設立され、現在 113 団体が参加している。 
・ IIC では Ipv6 情報基盤によるオープンでシームレスな情

報プラットフォームの構築、異業種間のコラボレーショ
ンによる新たなビジネスの創造を目指している。 

・ IIC は、総会、幹事会のもとアプリケーション部会、プ
ラットフォーム部会、実用化実験部会、基礎研究部会の
４つの部会がある。部会にはそれぞれにワーキング、サ
ブワーキングがある。 

・ アプリケーション部会では主に、アンケートによるニー
ズ調査などから、ビジネスアイディアを醸成し、ビジネ
スモデル・要求仕様を策定している。 

・ 部会内の情報は、次のビジネスにつながる情報であるた
め基本的には公開はしていない。 

・ プラットフォーム部会では、インターネット ITS を支え
るオープンなプラットフォーム（基盤となる技術）の仕
様を策定している。 

・ 実用化実験部会では、アプリケーション部会、プラット
フォーム部会から引き継いだ要求仕様をビジネスにつな
げる実験を行っている。 

・ 基礎活動は、包括的なインターネット ITS の標準化仕様
の普及について促進活動を行っている。 

・ IIC は経済産業省のバックアップを受けているが、基本
的には、会員の負担で活動を行っているため、部会内の
活動成果をビジネスにつなげることは自由である。 

・ IIC では、2004 年世界 ITS 会議にて、体験ツアー、ショ
ウケースのデモを具体的に検討している。 

・ 気象協会ではＡＰ部会にて、プローブカーを用いた情報
と気象データを融合・加工し、付加価値のある情報とし
て車への気象コンテンツを提供するという取組みを行っ
ている。 

・ プローブ情報については、プローブ情報 SWG にて、デ
ータ活用の実現性、利用価値（ニーズ）の検討、実証実
験仕様の検討を行っている。 

・ プローブ情報の対象としては、位置、ワイパー強度、Ａ
ＢＳなどの情報から、降雨・降雪、路面状況など、ドラ
イバーが運転しづらいと感じる情報に加工する取組みを
行っている。 

・ 横風情報は、情報の利用が限定されるため、ビジネスに
結びつきづらい。また、大気汚染は、プローブでの情報
収集が難しいことから、収集対象外としている。 

・ 車への気象コンテンツの提供では、車の位置情報を携帯
電話、無線通信システム（ＤＳＲＣ）などで受信し、目
的地や経路の天気、渋滞などのダイナミックルートガイ
ダンスなどを提供する実験を行っている。 

 
２．話題提供② 
「ASP モデルによる車両位置情報提供ソリューションにつ

いて」 
（沖電気工業株式会社システムソリューションカンパニー 
交通システム本部 事業政策推進課 課長 高田博様） 

 コストパフォーマンスに優れたＡＳＰ車両位置情報収集サ
ービスの概要、およびそれを活用した様々なビジネスモデル
についてご紹介いただきました。 
・ ＡＳＰ車両位置情報収集システムは、センターで収集し

たＧＰＳ位置・車両情報をインターネット経由で配信す
るサービスである。 

・ ＡＳＰ事業者がシステムを保守管理するため、利用者は
設備投資、維持管理を負担する必要がない。 

・ 費用負担が少ないため、導入・継続が容易である。バス
ロケーション、運行管理との連携が図れるなどシステム
の柔軟性が高い。常に新しいメディアや最安値のサービ
スに柔軟に対応できることが特徴である。 

・ 車両位置情報、プローブデータのダウンロードは、標準
的なパケット通信網やインターネット網を活用している。 

・ プローブ対応情報収集は、1 台あたり月額約 8500 円から
サービス提供している。 

・ ジャイロ情報にも対応しているので、ＧＰＳ不感エリア
での情報収集が可能である。 

・ バスロケ対応をはじめとする、各種カスタマイズにも対
応し、柔軟なシステム構築を実現している。 

・ 会津若松、三重で、ＡＳＰをバスロケーションシステム
に活用しているほか、全国で多くの導入事例がある。 

・ 札幌市の場合、ＡＳＰを除雪管理システムとして活用す
ることにより、効率的な人員配置など作業の向上を図る
など有効な利用方法がある。 

・ この際、車載機に操作ボタンを取り付けることにより、
車両状態をセンターに通知するなど、さまざまなシステ
ム拡張が可能である。 

 
3．意見交換会 
２件の話題提供の後、主に次のような内容に関して意見が交
わされました。 

③ 
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１）話題提供①について 
・ ITS 協議会での活動にかかわる参加企業の費用 
・ ITS 協議会の参加企業間での情報交換や、参加していな

い非会員企業への情報公開について 
・ 各 WG 及び SWG での活動の温度差や、参加企業の取り

組み状況について 
・ ITS 協議会の WG、SWG での取得データの扱いなど 
２）話題提供② 
・ APS車両位置情報収集システムの特に目新しい活用実績

と、北海道を中心として今後展開できそうな活用アイデ
アなどの意見 

・ APS車両位置情報収集システムを取り入れた場合の費用
について 

・ 取り付ける車両側でのメンテナンスや車載器の設定条件
の変更についての対応など 

 

 

■ フォーラムでは各種連絡・お知らせ、特別会員の国・地方自
治体の方からの事業や公募のご案内等を電子メールでお伝
えしております。電子メールアドレスをお持ちの方で、まだ登
録がお済みで無い方は、この機会にぜひメールアドレスをお
知 ら せ く だ さ い 。 info@hokkaido-its.jp ま た は
011-232-0048(FAX)で受付しております。ご連絡の際は、会
員名と電子メールアドレスを忘れずにお願いいたします。 

 
■ 連絡先が変更になった場合は変更申込書（ホームページか

らダウンロードできます）をご利用の上、郵送または FAX で
事務局まで送付願います。 

 
■ 年会費納入のお願い 

平成 15 年度分の年会費をまだお納めになっていない方は
至急お納め願います。なお振り込み手数料は各自でご負担
願います。 
(振込先) 北洋銀行札幌市役所支店 (普)3169840 

   北海道 ITS 推進フォーラム 
 

平成 16 年度分の年会費納入については 5 月頃ご案内予定
です 

 
■ 会報第 10 号は平成 16 年 6 月発行予定です。 

 
 
編集・発行／北海道 ITS 推進フォーラム（Hokkaido ITS Forum） 
        http://www.hokkaido-its.jp/ 
事務局／〒060-0001 
札幌市中央区北 1 条西 3 丁目 MN ビル10 階 札幌総合情報セン
ター(株)内 
●TEL 011(232)4848●FAX 011(232)0048 
●E-mail info@hokkaido-its.jp 

 事務局長：蓮井 七男、事務局員：金村 直俊、安藤 浩司 

 

 

 

 

■ITS 講演会開催のご案内 

 北海道 ITS 推進フォーラムでは，北海道土木技術会道路研究委
員会との共催，ITS 世界会議愛知・名古屋 2004 日本組織委員会
の後援により，講演会を開催することといたしました． 
 
■開催趣旨 
 北海道における今後のＩＴＳにもとめられるキーワードと
して「観光、冬道、災害」が挙げられます。今回の講演会で
は、先ごろの豪雪の経験を踏まえ防災の観点から各方面の取
り組みを紹介しつつ、今後の情報収集提供を含めＩＴＳの活
用について考えるものです。 
■日時：平成 16 年 4 月 22 日（木） 13：30～17：00 
■場所：ホテルニューオータニ札幌（中央区北 2 条西 1 丁目） 
■参加料：無料（定員 120 名） 
■プログラム 
 開会挨拶（13:30～13:40） 
 基調講演（13:40～14:10） 
     「仮題：今冬期の道東を中心とした豪雪について」 
    札幌管区気象台 技術部長  横田 崇 氏 
 話題提供（14:15～15:00） 
  １）北見市役所 都市建設部次長 田中 俊幸 氏 
      「仮題:北見市における豪雪の影響と課題」 
  ２）北海道開発局 （調整中） 
  ３）北海道大学工学研究科  助手 岸 邦弘氏 
    「仮題：冬期交通問題と ITS」 
 休憩（15:00～15:10） 
 パネルディスカッション（15:10～16:40） 
  災害時における情報の収集提供のありかたについて 
  ☆今後の北海道に求められる道路情報サービスとは 
  パネリスト（予定） 
     札幌管区気象台技術部長    横田 崇氏 
     北見市都市建設局次長     田中俊幸氏 
     北海道大学大学院工学研究科  岸 邦弘氏 
     北海道開発土木研究所防災雪氷研究室室長 加治屋氏 
       （生活者の視点で女性パネラー：調整中） 
 質疑応答（16:40～16:50） 
 閉 会（16:50） 
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋ 
（なおプログラムにつきましては今後変更になる場合がござ
いますので，あらかじめご了承ください） 
 
■お申し込み方法 
 電子メールまたは FAXにてお申し込みください．申込締切
は 4 月 20 日(火)です． 
 
電子メールの場合： 
 「講演会出席希望」と記載の上，会員名称，電話番号，FAX
番 号 ， メ ー ル ア ド レ ス ， 参 加 人 数 を 記 載 の 上 ，
info@hokkaido-its.jp まで． 
 
FAXの場合： 
 同封の申し込み用紙に必要事項記載の上，011-232-0048 
北海道 ITS 推進フォーラム事務局 までお送りください． 
 

事務局よりお知らせ 


